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こ
の
度
、
６
月
の
定
期
総
会
（
書

面
議
決
）
に
お
い
て
会
長
に
再
任

い
た
だ
き
ま
し
た
。

浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
会
の
志
と
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
「
随
流
導
流
」
の
心
構
え
を
大

切
に
し
て
副
会
長
や
支
部
長
、
理

事
、
幹
事
の
皆
様
の
英
知
と
絆
を

大
切
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
期
待

・
ご
要
望
に
こ
た
え
ら
れ
ま
す
よ

う
努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
指
導

・
ご
支
援
の
程
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
依
然
と
し

て
収
束
せ
ず
、
現
在
も
自
粛
生
活

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
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令和３年８月

こ
の
状
況
下
に
よ
り
、
令
和
３

年
度
の
本
会
の
ス

タ
ー
ト
は
、

年
度
に
続
き
、
多
く
の
事

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
ヽ

す
。
中
で
も
６
月
４
日
（

生
市
・
羽
生
市
産
業
文
化
|ｔ●よ ． 、 、　 ４-　　●
ホ 金 お 業 は

１ － り の　 ｀

ル 羽 ま 変 昨

で
開
催
予
定
で
あ
り
ま
し
た
第
5
7

回
定
期
総
会
が
、
会
員
の
皆
様
の

命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
中
止
に

至
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

東
部
地
区
北
埼
玉
支
部
の
川
俣

実
施
委
員
長
様
を
中
心
に
実
施
委

員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
１
年
、
定

期
総
会
実
施
直
前
ま
で
入
念
な
ご

準
備
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
埼
玉
県
退
職
校
長
会
は
、
現

在
、
会
員
数
3
6
8
6

名
、
1
0支

部
5
7班
で
構
成
さ
れ
、
会
の
活
動

の
目
的
で
あ
る
「
教
育
支
援
・
社

会
貢
献
」
と
「
会
員
相
互
の
親
睦

と
福
祉
の
増
進
」
に
鋭
意
取
り
組

み
、
会
員
の
皆
様
の
お
骨
折
り
に

よ
り
所
期
の
目
的
を
達
成
し
つ
つ
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あ
る
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
新
入
会
員
１

２
７
名
の
方
々
を
お
迎
え
す
る
こ

と

が
で
き
、
本
会
の
さ
ら
な
る
躍

進
の
原
動
力
と
し
て
の
ご
活
躍
を

大
い
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
皆
様
ご
存
じ
の
と

お
り
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
絶

え
間
な
い
技
術
革
新
、
ま
た
、
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
等
、
社
会
構

造
や
雇
用
環
境

が
大
き
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
。

教
育
界
に
お
い
て
も
、
新
学
習

指
導
要
領

が
、
小
学
校
は
昨
年
度

か
ら
、
中
学
校
は
今
年
度

か
ら
全

面
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
小
学

校
で
は
、
新
し
く
英
語
の
「
教
科

化
」
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が

必
修
化
さ
れ
、
教
師
の
働
き
方
を

工
夫
し
、
「
授
業
の
質
の
向
上
」
と

「
授
業
の
負
担
軽
減
」
を
図
る
こ

と

が
急
務
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
文
科
省
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
一
環
と
し
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
の
た
め
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
学
習
用
端
末
を
配

備
し
、
更
に
検
討
会
議
の
中
間
ま

と
め
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」

と
「
紙
の
教
科
書
」
の
併
用
に
つ
い

て
も
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
緊
急
事
態
に

あ
る
教
育
を
、
学
校
教
育
現
場
に

委
ね
る
だ
け
で
な
く
、「
社
会
総
が

か
り
」
で
着
実
に
推
進
す

べ
き
で

あ
る
こ
と
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
学
校
経

営
の
経
験
者
と
し
て
退
職
校
長
会

が
お
手
伝
い
で
き
る
教
育
支
援
は

何
か
を
思
索
し
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
と
強
く
考
え
る
と

こ
ろ
で
す
。

一
方
、
年
金
・
医
療

・
介
護
な

ど
高
齢
者
も
痛
み
を
伴
う
改
革
が

不
可
避
と
さ
れ
、
私
た
ち
の
安
心

・
安
全
な
生
活
、
親
睦
や
豊
か
な

生
甲
斐
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
状
況
を

踏
ま
え
、
本
年
度
に
本
会

が
取
り

組
む
活
動
の
三
つ
の
要
点
に
つ
い

て
記
し
ま
す
。

そ
の

Ｉ
　
　「
教
育
支
援
・
教
育
要

望
活
動
の
一
層
の
充
実
・
進

展
」

・
　「
現
職
・
退
職
校
長
支
部
別
教

育
推

進
協
議
会
」
（
1
4年
前
よ

り
「
彩
の
国
教
育
の
日
」
協
賛

事
業
と
な
る
）
の
一
層
の
充
実

・
県
当
局
へ
の
要
望
活
動

・
教
育
尊
重
の
機
運
を
一
層
高
め

る
た
め
、
国
民
の
祝
日
と
し
て

の
「
教
育
の
日
」
制
定
へ
の
活

動
そ
の
二
　
「
会
員
相
互
の
福
利
・

厚
生
活
動
の
活
性
化
の
着
実

な
推
進
」

・
校
長
職
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
す

活
動
の
場
の
確
保
な
ど
の
要
望

・
将
来
展
望
の
持
て
る
制
度
の
健

全
化
の
た
め
、
全
国
組
織
等
と

連
携
し
た
運
動
を
強
力
に
推
進

そ
の
三
　
「
情
報
の
共
有
化
に
よ

る
会
員
相
互
の

”絆
”
の
強

化
」

・
会
報
年
３
回
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
年
２
回
刊
行
の
一
層
の
充
実

と
Ｈ
Ｐ
の
一
層
の
有
効
活
用

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株

「
デ
ル
タ
」
に
よ

る
感
染
も
指
摘

さ
れ
る
中
、
第
５
波
の
流
行
も
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
ご
自
愛
の
上
、

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
祈
念
し
つ
つ
、
本
会

へ
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願

い
し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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